
社会福祉法人恩賜財団済生会松山病院 
「公的医療機関等2025プラン」にかかる今後の方針等の見直しについて

▼新型コロナウイルス陽性となった患者を受け入れるための病床確保 
▼ 
▼上記に伴う、一般患者を受け入れる病床の減少（▲19床） 
▼ 
▼救急輪番制当番日病床確保等病床運用に苦慮 
▼ 
▼新興感染症発生時医療提供体制確保が求められており、 
　並行して松山医療圏救急輪番制機能維持のため 
　高度急性期病棟（HCU12床のうち4床）を急性期病棟（7:1一般病床2床（整形外科病棟）、 
　地域包括ケア病棟2床）へ転換
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高度急性期

急性期

急性期

急性期

病棟ごとの病床機能 病床数

高度急性期 12

急性期 187

12床

63床

62床

62床

高度急性期

急性期

急性期

急性期

病棟ごとの病床機能 病床数

高度急性期 8

急性期 191

66床

63床

62床

8床

見直し前 見直し後

新型コロナウイルス対応（19床）

3F 3F

4F4F

5F 5F

HCU HCU

地域包括ケア病棟（24床）地域包括ケア病棟（22床）

一般病床（41床） 一般病床（42床）

一般病床（62床） 一般病床（63床）

一般病床（62床） 一般病床（62床）
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